
　１月３日と４日の２日間、市内10会場において成人式が開催さ
れました。旧友との再会を喜び、会場で記念撮影を行う新成人。
新たなる旅立ちが、実り多いものとなることを祈念します。

（写真は五和地区）
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　天
草
市
の
冬
を
彩
る
天
草
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
が
11
月
末
か
ら
開
催
さ

れ
、
市
内
各
地
域
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

ま
ば
ゆ
い
光
が
放
た
れ
て
い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

日
々
の
生
活
も
一
変
し
、
自
粛
の
日
々
が
続

く
な
ど
、
収
束
が
な
か
な
か
見
え
な
い
状
況

で
、
市
民
の
皆
様
の
心
に
、
優
し
く
温
か
な

癒
し
の
光
と
し
て
灯
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　こ
の
よ
う
な
中
、
関
係
機
関
の
ご
尽
力
に

よ
り
、同
感
染
症
の
飲
み
薬
の
開
発
も
進
み
、

ま
た
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
開
始
さ

れ
る
な
ど
、
収
束
に
向
け
、
希
望
の
光
も
見

え
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　今
年
も
さ
ま
ざ
ま
な
光
に
照
ら
さ
れ
、
よ

い
１
年
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　市
議
会
と
し
て
も
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
、
皆
様
の
光
と
な
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
宮
下
幸
一
郎
）

門口　徹

副委員長 
五通俊作

下田昇一郎

委員長
蓮池良正

柴田　誠

宮下幸一郎
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―ゆい―

▲リモートによるオンライン研修を議場で開催

がるよう、住民の暮らしの現実と課題を把握し、
住民と十分なコミュニケーションを取りなが
ら、住民の意思を議会の場で見える形で具現化
する必要があると再確認しました。広い視野を
持ち、今後整備されるインフラ施設などについ
ても、住民に身近な代表機関である議会とその
構成員である議員が、地域住民の声を伝える不
可欠な存在にならなければならないと痛感した
研修会となりました。

　11月30日に「地域資源活用における活性化」
をテーマに天草市議会研修会を開催しました。
令和２年度に引き続き、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、議場においてリモートによ
るオンラインでの研修となりました。
　講師に、議員や各種団体に向けた地域活性化
やまちづくりセミナーを数多く開催されるな
ど、現在は総務省の「地域コミュニティに関す
る研究会」の委員も務めておられる合同会社
フォーティＲ＆Ｃの水津陽子氏に、天草市の特
色に合わせた講演をいただきました。
　講演では、熱海市のシャッター商店街が人気
観光スポットになった事例や、使い道の決まら
ない土地を公民連携で稼げるインフラに整備し
た例など、全国の成功例を数多く紹介いただき
ました。これからを意識した新たな発想で地域
に活力を生む必要性があるとのことでありまし
た。
　今回の研修を通して、日頃の議員活動が地域
資源を生かした地域活性化・まちづくりにつな

すいづ ようこ

～令和３年度  天草市議会議員研修～

題 字
作 者

　第39号の題字「結」は御所浦町の山下里奈
さんの作品です。学生の頃から書に親しみ、
介護の職に就いた現在も、施設の掲示物など
「手書き」にこだわっておられます。丸みの
ある柔らかな字体で制作くださいました。

やました　りな

ご紹介



▲スポーツコミッションセンター（仮称）の内部イメージ

ラウンジ トレーニング室
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令和３年
第７回定例会

こんなことを
話し合い
決めました

今回の議案は47件
※議案一覧は７ページに掲載。

　令和３年第７回定例会は、11
月30日（火）から12月17日（金）
までの18日間の会期で行いまし
た。
　条例の改正や補正予算などの
議案が提出され、審査・審議の
結果、すべて原案どおり承認、
可決、同意しました。
　今号では、この中から５件を
詳しく紹介します。

TOPICS

●報告 ……………  ２件
●承認 ……………  １件
●条例 ……………  ７件
●その他 ………… 24件
●予算 …………… 12件
●議員提出 ………  １件

の
縮
減
や
分
割
に
よ
る
地
元
発
注
が
可
能
と
な
っ
た
。

■問
条
件
付
一
般
競
争
入
札
で
は
、
入
札
参
加
者
が
１
者

で
あ
っ
た
が
、そ
の
場
合
も
入
札
と
し
て
成
立
す
る
の
か
。

■答
条
件
付
一
般
競
争
入
札
は
、
発
注
者
の
入
札
公
告
に

よ
り
、
参
加
条
件
に
合
致
し
た
者
の
中
か
ら
、
有
資
格
者

が
入
札
に
参
加
す
る
も
の
。
な
お
、
入
札
の
執
行
は
電
子

入
札
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
お
り
、
入
札
参
加
者
を
事
前

に
把
握
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
り
、
潜
在
的
な
競

争
が
働
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
入
札
に
お
け

る
競
争
性
は
確
保
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
１
者
の
応
札
で
有

効
と
判
断
し
、
入
札
を
執
行
し
た
。

　
令
和
５
年
７
月
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
拠

点
施
設
整
備
に
係
る
工
事
請
負
契
約
が
追
加
議
案
と
し
て

提
出
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
大
矢
﨑
緑
地
公
園
に
、
傾
斜
走
路
な
ど
の
練
習
場
を
備

え
た
１
周
４
０
０
ｍ
の
全
天
候
陸
上
競
技
場
の
整
備
が
開

始
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
併
設
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
や
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど

を
備
え
た
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

も
建
設
さ
れ
ま
す
。
　

　
こ
の
施
設
は
、
市
民
の
健
康
増
進
や
競
技
力
の
向
上
、

大
会
や
合
宿
誘
致
に
よ
る
新
た
な
交
流
機
会
の
創
出
に
よ

る
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
に
整
備

が
行
わ
れ
ま
す
。

 

質
疑

■問
議
案
が
開
会
日
に
間
に
合
わ
ず
、
追
加
提
案
と
な
っ

た
理
由
は
何
か
。

■答
今
回
整
備
す
る
陸
上
競
技
場
は
、
日
本
陸
上
競
技
連

盟
の
第
３
種
公
認
の
取
得
を
目
指
し
て
い
る
が
、
走
路
や

付
帯
施
設
の
工
事
施
工
技
術
に
極
め
て
高
い
精
度
を
求
め

ら
れ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
施
工
実
績
が
必
要
と
な
る
。

当
初
は
、
地
元
に
該
当
す
る
業
者
は
な
か
っ
た
が
、
地
元

企
業
の
育
成
に
つ
な
げ
る
た
め
、
分
割
発
注
に
つ
い
て
の

協
議
や
確
認
に
時
間
を
要
し
た
。
な
お
、
工
事
費
を
確
定

さ
せ
る
た
め
の
積
算
の
見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
工
事
費

令
和
５
年
７
月
の
供
用
開
始
に
向
け
て

ス
ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
の
整
備
が
ス
タ
ー
ト
‼

陸
上
競
技
場
や
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）な
ど
の

工
事
請
負
契
約
を
締
結

天草市スポーツコミッション
センター（仮称）建築工事

陸上競技場

　付帯施設

芝生広場
園　路
駐車場

スポーツコミッション
センター（仮称）

7億1,874万円

2億3,391万5千円

1億6,170万円

3億8,940万円

陸上競技場や周辺施設などの完成イメージ

工　事　名

【スポーツ拠点施設の整備概要】

契約金額

施設名 摘　　　要

天草市スポーツ拠点施設
陸上競技場整備その３工事

天草市スポーツ拠点施設
陸上競技場整備その２工事

天草市スポーツ拠点施設
屋外電気設備工事

天然芝（グラウンド・ゴルフ２コース分の広さ）
1周1㎞（ゴムチップ舗装・幅2.5ｍ）
538台（障がい者用10台含む）

会議室、トレーニング室、ラウンジ、
観覧席（一般539席、車いす用14席）、
屋外交流広場、トイレ、シャワー室など

全天候400ｍトラック、
天然芝インフィールド、ナイター設備
練習用直線走路、傾斜走路、曲線走路など



04
本
渡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

学
校
給
食
用
食
缶
な
ど
を
購
入

 

内
容

　
本
渡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

伴
い
、
新
設
の
厨
房
機
器
に
対
応
し
た

食
缶
等
を
購
入
す
る
。

　
令
和
３
年
第
１
回
定
例
会
で
可
決
し

た
「
本
渡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
機

器
一
式
」
に
関
連
す
る
も
の
で
、
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
選
定
を
し
た
相
手

方
か
ら
厨
房
機
器
に
対
応
し
た
製
品
を

随
意
契
約
に
よ
り
購
入
す
る
。

 

質
疑

■問
購
入
予
定
の
食
缶
は
大
き
い
物
も
あ

る
が
、
児
童
な
ど
の
負
担
に
な
ら
な
い

の
か
。

■答
食
缶
の
サ
イ
ズ
は
４
種
類
あ
り
、
人

数
等
に
合
わ
せ
て
使
用
で
き
る
。

　
な
お
、
角
型
二
重
食
缶
は
断
熱
効
果

が
高
い
特
殊
断
熱
構
造
で
、
優
れ
た
保

温
・
保
冷
効
果
と
軽
量
コ
ン
パ
ク
ト
化

さ
れ
た
製
品
で
あ
る
。

軽
量
で
持
ち
や
す
い
食
缶
で

給
食
を
提
供

02

03

印
鑑
登
録
証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
開
始
に
伴
い
条
例
を
改
正

 

内
容

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
し
、

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
に

設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能
端
末
機
か
ら

印
鑑
登
録
証
明
書
等
を
取
得
で
き
る

「
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
」
を
、
令

和
４
年
１
月
４
日
か
ら
開
始
す
る
こ
と

に
伴
い
、
条
例
の
改
正
を
行
う
。

 

質
疑

■問
コ
ン
ビ
ニ
で
の
交
付
手
続
は
ど
う

な
る
の
か
。

■答
利
用
者
が
多

機
能
端
末
機
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
か
ざ

し
て
市
町
村
を

選
択
。
暗
証
番

号
を
入
力
後
、

必
要
な
証
明
書

を
選
択
し
、
同

端
末
機
で
手
数
料
を
支
払
う
と
、
証
明

書
が
発
行
さ
れ
る
。

■問
情
報
漏
え
い
の
心
配
は
な
い
か
。

■答
全
国
の
市
町
村
が
業
務
委
託
し
て

い
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機

構
と
の
契
約
と
な
り
、
個
人
情
報
保
護

の
徹
底
が
図
ら
れ
る
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
令
和
４
年
１
月
４
日
か
ら
開
始

天
草
市
立
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
館
条
例

を
制
定

 

内
容

　
天
草
市
立
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館
条
例

を
含
む
５
つ
の
条
例
を
一
本
化
し
、
統

一
し
た
方
針
の
も
と
で
一
体
的
に
管

理
・
運
営
を
行
う
た
め
、
新
た
に
条
例

を
制
定
す
る
。

 

質
疑

■問
条
例
の
一
本
化
に
よ
り
、天
草
コ
レ

ジ
ヨ
館
、
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館
、
天
草

ロ
ザ
リ
オ
館
、﨑
津
資
料
館
み
な
と
屋

の
４
施
設
の
今
後
の
運
営
管
理
は
ど
う

変
わ
る
の
か
。

■答
平
成
30
年
７
月
に
﨑
津
集
落
が
世

界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、天
草
の
歴
史
文
化
が
注
目
さ
れ
、４

施
設
の
役
割
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

世
界
遺
産
の
価
値
を
継
承
啓
発
す
る
た

め
、
統
一
し
た
運
営
方
針
に
よ
り
各
資

料
館
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
た
い
。
施
設

の
特
色
を
生
か
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
を

キ
リ
シ
タ
ン
館
な
ど
４
館
を
統
一
し
た
方
針
で
一
体
的
な

管
理
・
運
営
へ

持
っ
た
情
報
発
信
を
行
う
な
ど
、
周
遊

性
を
高
め
、
本
市
の
地
域
振
興
と
観
光

人
口
の
増
加
を
図
る
。

■問
今
後
は
指
定
管
理
施
設
へ
の
移
行

も
考
え
て
い
る
の
か
。

■答
新
た
な
運
営
委
員
会
に
お
い
て
も
、

先
進
事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
議
論
し
て

い
く
。
業
務
委
託
と
指
定
管
理
に
つ
い

て
は
、
施
設
の
管
理
運
営
に
適
し
た
方

法
を
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

05
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

　
　
　
　
　
　
　人
事
案
件
に
同
意

 

内
容

　
任
期
満
了
な
ど
に
伴
う
人
権
擁
護
委

員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
議
案
８
件
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て

原
案
ど
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

 

人
権
擁
護
委
員
と
は

　
人
権
擁
護
委
員
法
に
基
づ
い
て
、
人

権
相
談
を
受
け
た
り
、
人
権
の
考
え
を

追
加
議
案
と
し
て
提
出
さ
れ
た
８
人
の
人
事
案
件
に
同
意

広
め
た
り
す
る
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
天
草
市
に
は
27
人
の
委
員
が
委
嘱
さ

れ
て
お
り
、
法
務
局
と
連
携
し
、
地
域

の
み
な
さ
ん
の
相
談
の
解
決
に
向
け
た

支
援
、
人
権
侵
害
の
被
害
者
救
済
、
街

頭
啓
発
活
動
の
ほ
か
、
保
育
園
、
小
・

中
学
校
を
訪
問
し
、
人
権
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
度
、
小
学
校
１
校
を
選
定
し
実

施
す
る
『
人
権
の
花
運
動
』
は
、
種
ま

き
や
毎
日
の
水
や
り
な
ど
花
を
育
て
る

こ
と
を
通
し
て
、「
命
の
大
切
さ
」「
思

い
や
り
の
心
」
を
育
む
こ
と
を
目
的
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
『
子
ど
も
の
人
権

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
』
で
は
、
子
ど
も

の
声
を
救
済
に
結
び
つ
け
る
活
動
や
、

中
学
生
を
対
象
と
し
た
『
全
国
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
』
な
ど
の
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

交付できる
証明書

【購入予定の学校給食用食缶等】

●天草キリシタン館………………火曜
●天草ロザリオ館…………………水曜
●天草コレジヨ館…………………木曜
●﨑津資料館みなと屋……………なし

【周遊観覧料を新設】

住民票・印鑑登録証明書
所得課税証明書

【コンビニ交付の概要】

300円

６時30分～ 23時
（年末年始及び保守点検日
 を除く）

セブン－イレブン
ファミリーマート
ローソン

利用可能な
店舗

利 用 時 間

手　数　料

●大 　 人：600円
●高 校 生：400円
●小・中学生：300円

※観光客の連泊を促すよう、休日は統一して
ありません。

※周遊観覧料の
利 用 期 限 は

　７日以内

各施設、年末年始は
12月30日～１月１日まで休館

氏　名 新任・再任住　所

再任
新任
再任
新任
新任
再任
新任
再任

本渡町
有明町
有明町
倉岳町
新和町
五和町
天草町
河浦町

田中　 美鈴
井手尾 信幸
河内　 正一
田中　 純久
稲田　 政喜
三浦 とも子
江浦　 幸子
𠮷田　 美

各施設の休館日

●角型二重食缶 ‥‥‥‥‥‥ 620個
●はしカゴ ‥‥‥‥‥‥‥‥ 155個
●汁物用食缶蓋パッキン ‥‥ 310個
●揚物用食缶敷網 ‥‥ 7L用  110個
　　　　　　　　 ‥‥ 4L用  　45個

ふた

（敬称略）

 た　なか　　　　 み  すず

 い　 で　  お　　のぶゆき

かわうち　　　  しょういち

 た　なか　　　  すみひさ

 いな だ　　　　 まさ　き

 み　うら　　　　　　  こ

 え　うら　　　  さち　こ

よし  だ　　　　 きく　み

あまくさ市議会だより 5 あまくさ市議会だより 4

令和３年 第７回定例会



令和３年第７回天草市議会（定例会）議案

賛否表
令和３年度天草市一般会計補正予算（第10号）
令和３年度天草市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

議第165号

議第166号

※電子表決システムによる採決により賛否が分かれたものに限ります。（○は賛成、×は反対）  ※浜崎昭臣議員は議長職のため、表決には加わりません。
※一般会計補正予算は、議決順により予算番号を整理し、議第165号の（10号）を（11号）に、議第176号の（11号）を（10号）に修正しています。

補正
予算

　
令
和
３
年
第
７
回
定
例
会
に
は
、
一
般
会
計
や
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
補
正
予

算
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
12
月
８
日
に
行
っ
た
予
算
決
算
委
員
会
で
の
質
疑
な
ど
の
主
な
内
容
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

758万６千円●成人健診事業
　（補正後予算額　１億８,８７６万７千円）

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
・
11
号
）

31
億
６
，８
９
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
５
７
８
億
８
，４
９
８
万
８
千
円
に

国の指針に基づき、電子化した健診結果等の情報につ
いて、マイナンバーカードを活用して、個人確認できる仕組
みを構築する必要があるため、補正を行う。

■問 健診結果が閲覧できるのは、マイナンバーカード取得者の
みが対象か。
■答 マイナンバーカード取得者のみが対象となる。
■問 閲覧の対象となる健診の種類は。
■答 令和４年度以降に市が実施する

「がん検診」、「肝炎ウイルス検診」、
「骨粗しょう症検診」、「歯周疾患検
診」が対象となる。
■問 個人情報を一元管理することに
なるが、セキュリティ対策は十分
か。
■答 システムは中間サーバー等を使
用し、十分にセキュリティ対策を
行う。

質疑

内容

２,492万６千円●橋梁維持補修事業　瀬戸歩道橋の改修費
経年劣化により瀬戸歩道橋の巻上減速機に異音などが発生し、今後通行

不能となる可能性もあることから早急に改修工事を行うため、補正を行う。

■問 瀬戸歩道橋の建築年と利用状況、この橋の代替案はあるのか。
■答 昭和52年度に国が整備し、昭和53年４月から供用を開始している。令和３年７月の調査では、
１日平均で平日に430人程度、土・日・祝日は320人程度の利用があっている。代替案について、
現在のところ明確な案はなく、今後精査していきたい。
■問 故障した場合の対応策は。
■答 緊急連絡体制に基づき、関係機関に連絡するとともに原因調査を行い、早期復旧を図っていく。

質疑

内容

5億4,352万６千円●子育て世帯への臨時特別給付金支給事業
国において子育て世帯への臨時特別給付金（先行給付金）の支給が決定され、

12月中に支給を開始する必要があるため、補正を行う。
内容

平成15年４月２日から令和４年３月31日までに
生まれた児童を養育する者

対象児童１人当たり５万円

支給対象

支 給 額

会派名 新風天草 天政会 市民クラブ 政友会 日本共産党 公明党 無会派

表決数 結果
議員名

尾
中

　

二
友

中
田

　
　

茂 郎
一
源
賀
古
洲
濱

　

心
大

田
前

　

之
正

口
門

　
　

徹 人
千
三
村
中
島
脇

　

純
義

木
勝

　

生
幸
郎
一
幸
下
宮
戸
鶴

　

啓
継

川
小

　

三
圭

塚
大

　

生
基

田
益

　

昭
政
郎
一
昇
田
下
嶋
五

　

彦
善

井
澤

　

富
一

山
平

　

司
泰

辺
船

　
　

修

田
柴

　
　

誠

池
蓮

　

正
良

崎
浜

　

昭
義

木
赤

　

男
武

通
五

　

作
俊

崎
浜
　

臣
昭

山
若
　

介
敬

議第165号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ― ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― ◯ 21：2 原案可決
議第166号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 欠 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ― ◯ 22：2 原案可決

― ―

― ―

12月17日に
関係大臣等へ送付

議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

報告第11号 専決処分事項の報告について（市道において発生した車両破損事故に係る和解及び損害賠償の額を定める
ことについて専決処分したため、議会に報告するもの）

報告第12号 専決処分事項の報告について（西天草クリーンセンター敷地内において発生した車両破損事故に係る和解及
び損害賠償の額を定めることについて専決処分したため、議会に報告するもの）

議第145号 専決処分事項の承認について（令和３年度天草市一般会計補正予算第９号）（８月１１日からの大雨等に伴う災
害復旧費及び新型コロナウイルスワクチン接種に係る経費として専決処分したため、議会の承認を求めるもの） 付託省略 承認

議第146号
天草市地区コミュニティセンター条例及び天草市町民センター条例の一部を改正する条例の制定について（御領
地区コミュニティセンターを五和町コミュニティセンターへ移転することに伴い、五和町コミュニティセンターを廃
止し、御領地区コミュニティセンターの位置、基本使用料及び冷暖房使用料を定めるため、条例を改正するもの）

総務政策 原案可決

議第147号 天草市新和高齢者生活福祉センター条例を廃止する条例の制定について（居住サービス事業を河浦生活支
援ハウスに集約することから、新和高齢者生活福祉センターを廃止するため、条例を改正するもの） 教育厚生 原案可決

議第148号 天草市印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例の制定について（電子情報処理組織を使
用した印鑑登録証明書の交付方法等を見直すため、条例を改正するもの） 市民生活 原案可決

議第149号 天草市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について（地方税法等の一部改正に伴い、未
就学児に係る被保険者均等割額を減額するため、条例を改正するもの） 市民生活 原案可決

議第150号 天草市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について（健康保険法施行令等の一部改正に伴
い、出産育児一時金を増額するため、条例を改正するもの） 市民生活 原案可決

議第151号 天草市立キリシタン資料館条例の制定について（天草市立キリシタン資料館を新たに設置するため、
地方自治法の規定により、条例を制定するもの） 建設経済 原案可決

議第152号 天草市手数料条例の一部を改正する条例の制定について（長期優良住宅の普及の促進に関する法律の一
部改正に伴い、長期優良住宅建築等計画の認定申請に係る手数料を変更するため、条例を改正するもの） 建設経済 原案可決

議第153号 財産の取得について（市内小中学校（17校）の液晶ディスプレイの購入について、議会の議決を求め
るもの） 総務政策 原案可決

議第154号 財産の取得について（本渡学校給食センター建設に伴い、本渡地区及び新和地区の学校給食用食缶等
の購入について、議会の議決を求めるもの） 教育厚生 原案可決

議第155号
～164号

指定管理者の指定について（本渡老人福祉センター、牛深老人福祉センター、有明老人福祉センター、
倉岳老人福祉センター、河浦老人福祉センター、在宅介護支援サテライト施設うしぶか、在宅介護支
援サテライト施設おにき、河浦生活支援ハウス、新和緑の村、天草交流センターブルーアイランド天草）

教育厚生
建設経済 原案可決

議第165号
～175号

令和３年度天草市一般会計補正予算（第10号）
令和３年度天草市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
令和３年度天草市介護保険特別会計補正予算（第１号）
令和３年度天草市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
令和３年度天草市浄化槽市町村整備推進事業特別会計補正予算（第１号）
令和３年度天草市国民健康保険診療施設特別会計補正予算（第１号）
令和３年度天草市歯科診療所特別会計補正予算（第１号）
令和３年度天草市斎場事業特別会計補正予算（第１号）
令和３年度天草市病院事業会計補正予算（第２号）
令和３年度天草市水道事業会計補正予算（第２号）
令和３年度天草市下水道事業会計補正予算（第１号）

予算決算 原案可決

議第176号 令和３年度天草市一般会計補正予算（第11号） 付託省略 原案可決

議第177号 工事請負契約の締結について（天草市スポーツコミッションセンター（仮称）建築工事に係る請負契
約の締結について、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第178号 工事請負契約の締結について（天草市スポーツ拠点施設屋外電気設備工事に係る請負契約の締結につ
いて、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第179号 工事請負契約の締結について（天草市スポーツ拠点施設陸上競技場整備工事その２に係る請負契約の
締結について、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第180号 工事請負契約の締結について（天草市スポーツ拠点施設陸上競技場整備工事その３に係る請負契約の
締結について、議会の議決を求めるもの） 総務政策 原案可決

議第181号
～188号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて 付託省略 同意

議員提出
第６号 離島振興法の改正・延長を求める意見書の提出について 付託省略 原案可決

▲

市ホームページで
　詳細が確認できます。

あまくさ市議会だより 7 あまくさ市議会だより 6

令和３年 第７回定例会



5億6,559万6千円●子育て世帯への臨時特別給付（クーポン給付）事業

1,079万1千円
●子育て世帯緊急支援給付事業
  （市単独）

国の補正予算が成立したことに伴い、子育て世帯に対し、先行給付金に加え、クーポン給付事業を
実施するため、補正を行う。

■問 使用期限が６か月であるが、多子世帯への対応は。
■答 今回は、紙でのクーポンと電子クーポンでの発行を予定して
おり、支給対象者はいずれかを選択することができる。２人以
上の対象児童がいる場合は、併用の発行も可能である。なお、
電子クーポンは５万円単位で、３・５・７月の３回に分けて発
行でき、７月発行の場合の使用期間は最長12月までとなる。
■問 クーポン券の印刷経費などの財源は。
■答 郵送料や印刷費、換金手数料などの経費もすべて国庫支出金
となる。

質疑

内容

現に子どもを養育しているにも関わらず、
国の子育て世帯への臨時特別給付の対象となら
ない子育て世帯に対し、本市独自の緊急支援給
付を行うため、補正を行う。

内容 15億1,094万4千円

●住民税非課税世帯等に対する臨時
   特別給付金給付事業

国の補正予算が成立したことに伴い、住民税
非課税世帯等に対して1世帯当たり10万円の臨時
特別給付金給付事業を実施するため、補正を行う。

内容

【議第１号】専決処分事項の承認について（令和３年度天草市一般会計補正予算第12号）
  ５億8,705万６千円を追加し、584億7,204万４千円に
　令和３年８月の大雨により被災した道路及び河川の災害復旧費を増額。
【議第２号】令和３年度天草市一般会計補正予算（第13号）
  20億8,733万１千円を追加し、605億5,937万５千円に
　住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金や子育て世帯への臨時特別給付（クーポン給付）に係る事業

費などを増額。

臨時会議案の主な内容

●令和４年第１回臨時会議案
議案番号 件　　　　　　　　　　名 付託先 議決の結果

報告第1号

議第１号

議第２号

専決処分事項の報告について（公用車の交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定めることにつ
いて、専決処分したため、議会に報告するもの）
専決処分事項の承認について（令和３年度天草市一般会計補正予算第12号）（令和３年８月11日
からの大雨に伴う災害復旧費として専決処分したため、議会の承認を求めるもの） 付託省略 　承認

令和３年度天草市一般会計補正予算（第13号） 付託省略 原案可決

　令和４年天草市議会第１回臨時会を１月13日に開催し、専決処分事項の承認
や補正予算など３件の議案を、原案どおり承認、可決しました。

令和４年
第１回臨時会

― ―

賛否表

開催日 委員名

議長 新風 天政 市民 政友 共産 公明

崎
浜

　

臣
昭

山
若

　

介
敬

尾
中

　

二
友

人
千
三
村
中

木
勝

　

生
幸

塚
大

　

生
基

田
益

　

昭
政

山
平

　

司
泰

池
蓮

　

正
良

木
赤

　

男
武

12月13日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月17日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
  1月13日 会派代表者会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副

池
蓮

　

正
良

通
五

　

作
俊

郎
一
幸
下
宮

郎
一
昇
田
下

田
柴

　
　

誠

口
門

　
　

徹
10月  5日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ◯
10月13日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ◯
12月  3日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ◯
12月  8日 広報広聴委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月27日 広報広聴委員会 ○ ○ △ ○ ○ ○

開催日 委員名

委 副

木
勝

　

生
幸

池
蓮

　

正
良

塚
大

　

生
基

山
平

　

司
泰

木
赤

　

男
武

人
千
三
村
中

尾
中

　

二
友

田
益

　

昭
政

田
前

　

之
正

崎
浜

　

臣
昭

山
若

　

介
敬

11月22日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11月30日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月  8日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月14日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
  1月  7日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

期
　
日

会
　
議

程
日
事
議

月
１

31

㊊
日

議
会
本

・
針
方
政
施
・
会
開

明
説
の
由
理
案
提

㊎
日
４
月
２

議
会
本

疑
質

㊊
日
７
月
２

会
員
委

会
員
委
活
生
民
市

会
員
委
済
経
設
建

㊋
日
８
月
２

会
員
委

会
員
委
策
政
務
総

会
員
委
生
厚
育
教

㊌
日
９
月
２

会
員
委

会
員
委
算
決
算
予

）
算
予
正
補
（

月
２

14

㊊
日

会
員
委

会
員
委
算
決
算
予

）
算
予
初
当
（

月
２

15

㊋
日

会
員
委

会
員
委
算
決
算
予

）
算
予
初
当
（

月
２

16

㊌
日

会
員
委

会
員
委
算
決
算
予

）
算
予
初
当
（

月
２

17

㊍
日

会
員
委

会
員
委
算
決
算
予

）
算
予
初
当
（

月
２

21

㊊
日

議
会
本

問
質
般
一

月
２

22

㊋
日

議
会
本

問
質
般
一

月
２

24

㊍
日

議
会
本

問
質
般
一

月
２

25

㊎
日

議
会
本

・
論
討
・
告
報
長
員
委

決
採
　

会
閉

あまくさ市議会だより 9 あまくさ市議会だより 8

※令和３年第６回定例会終了後から令和４年第１回臨時会までの間に開催された本会議及び委員会などへの出欠状況を掲載しています。
※「○」は出席、「△」は遅参・早退等、「×」は欠席、「＼」は所属外、「委」は委員長、「副」は副委員長を表しています。

本会議、常任委員会などの議員出欠状況

【本会議・常任委員会・全員協議会等】

【広報広聴委員会】【議会運営委員会】

【議会改革調査特別委員会】 【会派代表者会議】

※浜崎昭臣議長と若山敬介副議長は、委員外議員として出席。

※若山敬介副議長は、委員外議員として出席。

※浜崎昭臣議長は、常任委員会（予算決算）には、委員外議員として出席。

開催日 委員名

委 副

口
門

　
　

徹

崎
浜

　

昭
義

郎
一
幸
下
宮

洲
濱

　

心
大

戸
鶴

　

啓
継

郎
一
昇
田
下

田
柴

　
　

誠

通
五

　

作
俊

嶋
五

　

彦
善

山
若

　

介
敬

12月  8日 議会改革調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○
○

○ ○ ○ ○ ○
12月17日 議会改革調査特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

副議長

議長 副議長

副議長

令
和
４
年
次
期
定
例
会

　
　 

　
会
期
日
程（
予
定
）

※日程は変更される場合があります。

開催日 委員名

総務政策常任委員会 市民生活常任委員会 建設経済常任委員会 教育厚生常任委員会
委 副 委 副 委 副 委 副

田
前

　

之
正

口
門

　
　

徹

崎
浜

　

臣
昭

木
赤

　

男
武

人
千
三
村
中

郎
一
幸
下
宮

井
澤

　

富
一

田
柴

　
　

誠

木
勝

　

生
幸

中
田

　
　

茂

山
若

　

介
敬

郎
一
源
賀
古

田
益

　

昭
政

郎
一
昇
田
下

崎
浜

　

昭
義

塚
大

　

生
基

山
平

　

司
泰

島
脇

　

純
義

尾
中

　

二
友

川
小

　

三
圭

戸
鶴

　

啓
継

嶋
五

　

彦
善

辺
船

　
　

修

池
蓮

　

正
良

洲
濱

　

心
大

通
五

　

作
俊

11月16日 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11月30日
第７回定例会　本会議

（開会、提案理由の説明） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員研修会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月  3日 本会議（質疑） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月  6日 常任委員会（市民生活・建設経済） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月  7日 常任委員会（総務政策・教育厚生） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12月  8日 常任委員会（予算決算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12月13日
本会議（一般質問１日目） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
常任委員会（総務政策） ○ ○ △ ○ ○ ○ ○

12月14日 本会議（一般質問２日目） ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ △
12月17日 本会議（委員長報告・討論・採決、閉会）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
 １月13日 第１回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

会派名 新風天草 天政会 市民クラブ 政友会 日本共産党 公明党 無会派

表決数 結果
議員名

尾
中

　

二
友

中
田

　
　

茂 郎
一
源
賀
古

洲
濱

　

心
大

田
前

　

之
正

口
門

　
　

徹 人
千
三
村
中

島
脇

　

純
義

木
勝

　

生
幸

郎
一
幸
下
宮

戸
鶴

　

啓
継

川
小

　

三
圭

塚
大

　

生
基

田
益

　

昭
政

郎
一
昇
田
下

嶋
五

　

彦
善

井
澤

　

富
一

山
平

　

司
泰

辺
船

　
　

修

田
柴

　
　

誠

池
蓮

　

正
良

崎
浜

　

昭
義

木
赤

　

男
武

通
五

　

作
俊

崎
浜

　

臣
昭

山
若

　

介
敬

議第２号 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯◯ ◯ ― ◯ 24：0 原案可決

令和３年度天草市一般会計補正予算（第13号）議第２号

欠

※電子表決システムによる採決により賛否が分かれたものに限ります。（○は賛成、×は反対）  ※浜崎昭臣議員は議長職のため、表決には加わりません。

クーポン運用スケジュール
対象
区分

紙

電子

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
令和４年

使用期間：Ｒ4.3.1～8.31

使用期間：Ｒ4.3.1～8.31

使用期間：Ｒ4.5.1～10.31

使用期間：Ｒ4.7.1～12.31
※５万円単位で１～３回に分けて支給し、使用できます。



QRコードで質問の動画が見られます。 　12月13日、14日の２日間で行った一般質
問では、８人の議員が質問に立ちました。
※掲載原稿は質問した議員本人が要約したものです。

QRコードで質問の動画が見られます。
一 般 質 問
そこが聞きたい!!　ここを問いたい!!

号
番
告
通

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

１

川
小
　

三
圭

て
い
つ
に
果
結
の
査
調
勢
国
年
２
和
令
①

て
い
つ
に
募
公
の
理
管
定
指
の
設
施
流
交
②

２

木
赤
　

男
武

て
い
つ
に
置
設
の
ラ
メ
カ
犯
防
①

Ｅ
Ｌ
る
よ
に
業
事
Ｏ
Ｃ
Ｓ
Ｅ
を
灯
電
の
校
学
中
小
②

て
い
つ
に
化
Ｄ

３

崎
浜
　

昭
義

に
況
状
用
利
の
設
施
的
公
び
及
所
支
各
の
市
草
天
①

て
い
つ

て
い
つ
に
策
対
の
め
た
の
展
発
業
産
次
一
第
②

に
策
対
援
支
の
へ
者
窮
困
活
生
か
な
の
禍
ナ
ロ
コ
③

て
い
つ

４

郎
一
源
賀
古

と
こ
だ
ん
学
て
し
験
経
を
禍
ナ
ロ
コ
①

て
い
つ
に
義
定
の
人
成
う
伴
に
正
改
法
民
②

か
の
な
け
だ
材
素
光
観
は
カ
ル
イ
③

て
い
つ
に
政
財
の
市
草
天
④

５

通
五
　

作
俊

て
い
つ
に
費
養
療
額
高
険
保
康
健
民
国
①

に
め
た
の
来
未
い
な
さ
残
り
取
も
誰
ｓ
Ｇ
Ｄ
Ｓ
②

６

口
門

　
　

徹

て
い
つ
に
策
対
校
登
不
の
校
学
中
小
内
市
草
天
①

７

池
蓮
　

正
良

役
市
の
て
し
と
環
一
の
り
く
づ
場
職
い
す
や
き
働
①

を
築
構
所

性
向
方
る
げ
下
き
引
を
税
保
国
る
ぎ
過
高
②

置
位
の
業
産
水
林
農
の
て
し
と
業
産
幹
基
市
草
天
③

に
確
明
を
け
づ

８

井
澤
　

富
一

て
い
つ
に
策
政
光
観
の
市
草
天
①

て
い
つ
に
般
全
育
教
の
市
草
天
②

■小川  

国
勢
調
査
の
確
定
数
値
が
発
表

さ
れ
た
が
、
人
口
の
動
向
と
普
通
交
付

税
へ
の
影
響
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

■政策企画課長  

人
口
は
７
５
，７
８

３
人
と
、５
年
前
よ
り
６
，９
５
６
人
減

少
し
た
。
ま
た
、15
年
前
よ
り
２
０
，６

９
０
人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

■財政課長  
交
付
税
は
、約
８
．６
億
円

の
減
少
を
見
込
ん
だ
が
、
国
の
措
置
に

よ
り
約
４
．７
億
円
の
減
少
と
な
っ
た
。

■小川  
市
長
就
任
後
、
初
め
て
の
当
初

予
算
編
成
と
な
る
。
交
付
税
の
影
響
等

を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。■市長  

事
務
事
業
を
検
証
・
点
検
し
、

第
２
次
総
合
計
画
を
着
実
に
推
進
す

る
。
ま
た
、「
人
づ
く
り
」
の
分
野
に

重
点
を
置
き
、
直
面
し
て
い
る
課
題
解

決
の
た
め
必
要
な
投
資
を
行
い
、
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

■小川  

公
共
温
泉
施
設
の
利
用
者
の
推

移
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
営
状
況
、
指

定
管
理
の
公
募
結
果
は
ど
う
な
の
か
。

■観光振興課長  

６
施
設
の
う
ち
５
施

設
で
利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
は
、
21
〜
47
％
減
少
し
た
。
ユ

メ
ー
ル
へ
の
指
定
管
理
に
は
１
者
の
申

請
が
あ
っ
た
が
、
愛
夢
里
へ
の
応
募
は

な
か
っ
た
。

■小川  

愛
夢
里
の
管
理
運
営
お
よ
び
全

施
設
の
今
後
の
在
り
方
は
ど
う
な
の
か
。

■観光文化部長  

現
在
の
管
理
者
で
あ

る（
有
）愛
夢
里
と
運
営
の
在
り
方
に
つ

い
て
、
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

■市長  

各
施
設
の
目
的
や
あ
る
べ
き
姿

を
定
め
、
抜
本
的
な
改
善
を
図
る
。

●
令
和
２
年
国
勢
調
査
の
結
果
に
つ
い
て

●
交
流
施
設
の
指
定
管
理
の
公
募
に
つ
い
て

１  

小
川 

圭
三 （
天
政
会
）
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旧市町ごと人口の増減（H27→R2）

（単位：人）
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■赤木  

全
国
的
に
も
公
園
な
ど
で
声
か

け
事
案
な
ど
が
発
生
し
て
い
る
た
め
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。
大

阪
市
の
自
動
販
売
機
に
は
設
置
業
者
の

負
担
で
、防
犯
カ
メ
ラ
が
付
い
て
い
る
。

大
阪
方
式
の
導
入
を
検
討
さ
れ
た
い
。

■都市計画課長  

本
市
は
管
理
の
た
め

一
公
園
に
お
い
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
し
て
い
る
。
安
心
・
安
全
の
た
め
の

維
持
管
理
、
防
犯
対
策
と
し
て
園
内
の

垣
根
の
剪
定
な
ど
対
応
し
て
い
る
。

■建設部長  

販
売
機
を
交
換
・
新
設
す

る
場
合
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
必
要
性

等
を
確
認
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
付
自
動
販

売
機
の
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■赤木  

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
ス
ー

パ
ー
な
ど
様
々
な
場
所
で
普
及
し
て
お

り
、
犯
罪
の
抑
止
に
も
つ
な
が
る
。
今

後
の
設
置
に
向
け
て
の
見
解
は
。

■市長  

犯
罪
の
発
生
抑
止
や
地
域
の
安

全
確
保
な
ど
有
効
な
手
段
で
あ
る
。
市

は
す
べ
て
の
公
用
車
に
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
設
置
し
、
動
く
防
犯
カ
メ

ラ
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

■赤木  

カ
メ
ラ
映
像
の
検
挙
率
は
職
務

質
問
の
約
２
倍
と
な
っ
て
お
り
、
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
推
進
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
、
以
前
、
議
会
で
す
べ
て
の
防

犯
灯
を
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業

（※）

に
よ
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
提
案
し
た
。
今
回
、
小
中
学
校

の
電
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
提
案
す
る
。

■教育部長  

学
校
施
設
は
順
次
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
図
っ
て
お
り
、
約
20
％
完
了
し
て

い
る
。
今
後
国
の
補
助
金
や
交
付
税
措

置
の
あ
る
有
利
な
起
債
を
活
用
し
た
い
。

※
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
と
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
に

か
か
る
経
費
の
す
べ
て
を
光
熱
費
の
削
減
部
分

で
賄
う
事
業
。

●
各
支
所
及
び
公
的
施
設
の
利
用
状
況

●
第
一
次
産
業
発
展
に
つ
い
て

●
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の
生
活
困
窮
者
へ
の

　
支
援
策
に
つ
い
て

３  

浜
崎 

義
昭
（
日
本
共
産
党
）

●
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

●
小
中
学
校
の
電
灯
を
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業  

に

　
よ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は

２  

赤
木 

武
男
（
公
明
党
）

■浜崎  

各
支
所
は
職
員
が
減
少
し
多
く

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
、利
用
状
況
・

利
活
用
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
牛

深
港
周
辺
整
備
事
業
・
複
合
施
設
を
推

進
す
る
の
で
は
な
く
、
牛
深
支
所
の
利

活
用
が
必
要
。
他
の
支
所
も
利
活
用
を

検
討
す
べ
き
。

■総務部長  

牛
深
・
有
明
・
倉
岳
支
所

に
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
が
、「
天
草

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
に
お

け
る
行
政
財
産
の
有
効
活
用
を
図
る
た

め
民
間
事
業
者
等
の
利
活
用
も
含
め
検

討
し
て
い
る
。

■浜崎  

第
一
次
産
業
に
お
け
る
漁
船
燃

油
代
高
騰
へ
の
対
策
、
ウ
ニ
類
の
養
畜

や
青
物
水
揚
げ
時
の
鮮
度
保
持
の
取
組

は
。
無
形
文
化
遺
産
「
和
食
」
の
要
で

あ
る
だ
し
の
原
料
「
雑
節
」
生
産
量
が

熊
本
は
全
国
第
１
位
。
漁
業
者
の
生
活

を
守
る
こ
と
が
重
要
。
鮮
度
保
持
、
衛

生
管
理
な
ど
、
後
継
者
が
希
望
を
も
っ

て
働
く
環
境
づ
く
り
が
必
要
。

■経済部長  

燃
油
に
つ
い
て
は
、
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業
へ
の
加
入
促
進
を

図
り
な
が
ら
、
国
や
県
事
業
等
の
情
報

を
収
集
し
必
要
に
応
じ
協
議
す
る
。
ウ

ニ
類
畜
養
や
鮮
度
保
持
に
つ
い
て
も
、

整
備
等
行
う
場
合
は
必
要
な
支
援
を
行

い
た
い
。

■浜崎  

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
全
国
的
に

ま
ん
延
し
、
国
は
持
続
化
給
付
金
な
ど

対
策
を
講
じ
た
が
、
経
済
は
ま
だ
回
復

し
て
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業

で
経
済
は
ど
う
な
っ
た
か
。
生
活
困
窮

者
へ
の
支
援
策
を
行
う
べ
き
。

■経済部長  

思
う
よ
う
に
経
済
活
動
が

再
開
で
き
な
い
状
況
。
現
場
の
意
見
・

要
望
も
踏
ま
え
、
経
済
回
復
に
向
け
た

対
策
を
講
じ
た
い
。

▲亀川小学校に設置の防犯カメラ

▲イワシなどを雑節に加工

（※）

ま
か
な
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■門口  

不
登
校
の
現
状
と
対
応
は
。
ま

た
、
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
と
の

連
携
は
。■学校教育課長  

令
和
３
年
度
の
不
登

校
は
小
学
校
12
人
、
中
学
校
73
人
。
最

初
の
３
日
を
重
要
視
し
、
欠
席
理
由
の

確
認
を
徹
底
し
て
い
る
。

■教育部長  

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進

員
は
、
児
童
生
徒
に
地
域
行
事
等
へ
の

参
加
を
促
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

活
動
を
通
し
て
、
不
登
校
解
決
の
一
助

と
な
っ
て
い
る
。

■門口  

カ
ワ
セ
ミ
学
級

（※）

の
現
状
は
。

■学校教育課長  

本
渡
中
学
校
の
分
教

室
と
し
て
、
校
区
以
外
の
生
徒
を
含
め

７
人
が
在
籍
し
て
い
る
。

■門口  

カ
ワ
セ
ミ
学
級

（※）

へ
通
学
困
難

な
場
合
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
活
用
は
。

■教育部長  

保
護
者
の
理
解
等
が
得
ら

れ
、
自
宅
か
ら
の
健
康
観
察
や
授
業
に

参
加
で
き
る
環
境
が
整
う
と
、
学
校
復

帰
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
る
。

■門口  

今
後
、
民
間
等
と
連
携
し
た
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
推
奨
は
。

■教育部長  

市
内
に
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
の
民
間
施
設
の
設
立
が
あ
れ
ば
、
教

育
機
会
や
児
童
生
徒
の
居
場
所
の
確
保

に
向
け
連
携
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。■門口  

民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の

連
携
に
つ
い
て
、
教
育
長
の
考
え
は
。

■教育長  

児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
、

授
業
時
間
を
工
夫
す
る
不
登
校
特
例
校

や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
、
先
進
事
例

を
参
考
に
研
究
を
進
め
る
。

■門口  

子
ど
も
達
が
目
標
を
持
ち
、
明

る
い
未
来
を
切
り
開
く
た
め
、
関
係
者

の
皆
様
の
ご
尽
力
を
お
願
い
す
る
。

※
カ
ワ
セ
ミ
学
級
と
は
心
理
的
・
情
緒
的
な
理

由
で
登
校
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
生
徒
が
、
学

校
復
帰
を
目
指
す
た
め

の
適
応
指
導
教
室
（
市

複
合
施
設
こ
こ
ら
す
内

に
あ
る
本
渡
中
学
校
の

分
教
室
）。

●
高
過
ぎ
る
国
保
税
を
引
き
下
げ
る
方
向
性

●
所
得
割
課
税
＝
応
能
割
の
解
釈
を
、
中
低
所

　
得
者
に
相
応
し
く
、
平
等
割
過
大
化
防
止

７  

蓮
池 

良
正
（
日
本
共
産
党
）

●
天
草
市
内
小
中
学
校
の
不
登
校
対
策
に

　
つ
い
て

６  

門
口
　
徹
（
新
風
天
草
）

■蓮池  

今
議
会
で
、
国
保
税
の
就
学
前

児
童
の
均
等
割
を
減
額
す
る
条
例
改
正

が
あ
る
。
提
起
し
て
き
た
方
向
に
改
善

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
良
い
施
策
は
、
国
策

と
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

天
草
市
・
天
草
市
議
会
か
ら
も
発
信
し

て
行
く
必
要
が
あ
る
。
保
険
税
算
定
で

は
、
高
校
生
対
応
年
齢
ま
で
無
料
化
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
次
の
目
標
と
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

■市民生活部長  

今
後
も
全
国
市
長
会

等
を
通
じ
、
減
額
措
置
の
対
象
範
囲
お

よ
び
減
額
割
合
の
拡
大
を
要
望
し
て
い

く
。

■蓮池  

国
保
の
構
成
員
の
被
保
険
者
自

身
の
所
得
を
ア
ッ
プ
し
て
い
け
る
こ
と

が
生
活
安
定
に
も
欠
か
せ
ず
、
健
康
保

健
上
も
必
要
な
要
件
と
な
っ
て
い
る
。

各
人
が
何
ら
か
の
仕
事
に
就
き
、
生
活

す
る
に
足
り
る
収
入
を
得
て
い
け
て
い

る
こ
と
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
。し
か
し
、

高
齢
化
が
進
行
す
る
本
市
は
、
年
金
収

入
が
主
で
、
現
役
世
代
の
過
大
な
負
担

に
な
ら
な
い
よ
う
な
運
営
の
探
求
が
必

要
。

　
ま
た
、
国
保
税
の
算
出
方
法
は
、
応

能
割
と
応
益
割
の
組
合
せ
、
応
益
割
が

ゼ
ロ
に
な
ら
な
い
。
世
帯
の
概
念
が
多

様
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
実
態
に
合
わ

せ
る
こ
と
が
課
題
で
は
な
い
か
。

■市民生活部長  

本
市
は
、
中
低
所
得

者
へ
の
負
担
軽
減
と
し
、
世
帯
所
得
に

応
じ
た
均
等
割
と
平
等
割
減
額
措
置
を

適
用
し
て
い
る
。
令
和
３
年
10
月
現
在

の
適
用
は
加
入
世
帯
の
約
７
割
。
応
益

割
の
見
直
し
は
、
熊
本
県
の
動
向
を
注

視
し
た
い
。

●
イ
ル
カ
は
観
光
素
材
だ
け
な
の
か

●
学
び
の
島
の
ス
タ
ー
ト

５  

五
通 

俊
作
（
公
明
党
）

■五通  

令
和
３
年
３
月
17
日
施
行
の
国

民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

は
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
の
か
。

■市民生活部長  
こ
れ
ま
で
は
、
70
歳

以
上
で
構
成
さ
れ
る
世
帯
の
高
額
療
養

費
の
支
給
申
請
に
つ
い
て
、
市
町
村
の

判
断
に
よ
り
手
続
を
簡
素
化
す
る
こ
と

が
可
能
と
さ
れ
て
い
た
が
、
年
齢
制
限

が
撤
廃
さ
れ
、
す
べ
て
の
国
保
世
帯
を

対
象
に
市
町
村
の
判
断
で
高
額
療
養
費

の
支
給
申
請
手
続
の
簡
素
化
が
可
能
と

な
っ
た
。
ま
た
、
月
ご
と
に
市
役
所
の

窓
口
で
支
給
申
請
が
必
要
で
あ
っ
た

が
、今
後
は
、初
回
の
手
続
を
行
え
ば
、

２
回
目
以
降
は
、
市
町
村
が
診
療
報
酬

明
細
書
を
も
と
に
支
給
額
を
決
定
し
、

口
座
へ
振
り
込
め
る
た
め
、
被
保
険
者

の
手
続
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

■五通  

簡
素
化
に
向
け
た
市
の
考
え

は
。■市民生活部長  

令
和
４
年
４
月
か
ら

の
高
額
療
養
費
支
給
手
続
の
簡
素
化
に

向
け
て
、
準
備
を
開
始
し
て
い
る
。

■五通  

Ｈ
Ｓ
Ｐ（
ハ
イ
リ
ー
・
セ
ン
シ

テ
ィ
ブ
・
パ
ー
ソ
ン
）
の
認
識
と
今
後

の
取
組
は
。■教育部長  

Ｈ
Ｓ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
病

気
や
発
達
障
害
で
な
く
、
生
ま
れ
つ
き

持
つ
特
性
、
気
質
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。Ｈ
Ｓ
Ｐ
に
関
し
て
、
国
や
県
の

通
知
等
も
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
特
化
し

た
取
組
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、

新
た
な
概
念
と
な
っ
て
き
た
場
合
、
職

場
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
差
別
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
理
解
を
進
め
て
い
き
た

い
。

４  

古
賀 

源
一
郎
（
新
風
天
草
）

■古賀  
天
草
の
観
光
は
イ
ル
カ
の
恩
恵

を
大
き
く
受
け
て
お
り
、イ
ル
カ
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
が
始
ま
っ
た
翌
年
の
平
成
６
年

の
客
数
は
２
万
人
、
同
25
年
に
は
つ
い

に
10
万
人
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
身
近
に
イ
ル
カ
が
生
息
し
て
い
る
環

境
は
世
界
的
に
も
希
有
で
あ
り
、
本
市

は
も
っ
と
環
境
保
全
に
取
り
組
み
、
専

門
的
な
調
査
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
市
に
は
イ
ル
カ
だ
け
で
な

く
、
世
界
遺
産
で
も
あ
る
﨑
津
教
会
を

は
じ
め
、
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
や
恐
竜
の

島
な
ど
、「
学
び
」
要
素
が
沢
山
あ
る
。

ま
さ
に「
学
び
の
島
」。
本
市
の
修
学
旅

行
受
入
れ
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
本
市
は「
学
び
の
場
」と
し

て
の
セ
ク
シ
ョ
ン
を
構
築
し
、
観
光
が

目
的
で
は
な
く
、色
々
な
も
の
の
先
に
、

結
果
と
し
て
観
光
が
あ
る
の
が
望
ま
し

い
の
で
は
な
い
の
か
。

■観光振興課長  

コ
ロ
ナ
禍
前
、
令
和

元
年
度
の
修
学
旅
行
の
宿
泊
実
績
は

１
，５
０
４
人
。本
年
度
は
１
，０
４
１

人
を
見
込
ん
で
い
る
。

■市長  

修
学
旅
行
は
、天
草
教
育
旅
行

受
入
協
議
会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
。
本
市
に
お
け
る
「
学
び
・
体
験
」

に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
地
域
の
皆
さ

ん
、
関
連
団
体
、
事
業
者
等
と
連
携
し

て
仕
組
み
を
つ
く
り
上
げ
た
い
。
天
草

で
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
が
「
第
二
の
ふ

る
さ
と
」
と
し
て
再
び
本
市
を
訪
れ
て

く
れ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
に
結
び
つ

け
て
い
き
た
い
。

▲御所浦町で化石発掘の体験をする修学旅行生

●
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
に
つ
い
て

●
Ｈ
Ｓ
Ｐ（
ハ
イ
リ
ー
・
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
・

　
パ
ー
ソ
ン
）に
つ
い
て

け
　う
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 視察報告
　道の駅「むなかた」は、敷地面積約30,000㎡で、自主
運営されており、職員はパート等含め約55人が従事され
ています。 総売上げ額は2016年に約185億円、客数約80
万人、客単価2,300円/人をピークに 2019年には163億
円、客数67万5千人とやや落ち込みはあるもの、客単価は
2,300円/人と推移しているとのことでした。売上げ構成
比としては、海産物34%、農産物23%、加工食品19%、
菓子・パン7%、畜産物５%、その他12%と新鮮な地域の
特産品が購買意欲をかき立てており、出品者数は約600者
で購買力の高さから出品希望者も増加しているとのことで
した。出品者からの徴収利用料は基本料1,030円/年、販
売手数料として12%から16%と設定してありました。
 視察を終えて
　目前を玄界灘に面し海産物が大きな売上げと自主運営における規模拡大を図っておられ、近隣大都市圏に購
買力を持ち、すぐ近くにある宗像大社が相乗効果をもたらしていました。近隣の大都市圏からのリピーター率
の高さが何よりの魅力でした。多くの道の駅と比較してもレジャースポットとしての整備に力点をシフトしな
がら時代のニーズに対応して事業展開を実行されていました。

令和３年11月17日～19日 天政会（中村三千人・脇島義純・勝木幸生・宮下幸一郎・小川圭三）

道の駅「むなかた」　福岡県宗像市

 視察報告
　八女市大淵体験交流施設「げんき館おおぶち」は大淵小
学校跡地利用について、地元からの要望により平成28年
４月１日にオープン。大淵地区は八女市中央から約30分
の山間部の静かな地域です。約2億3千万円を投じて整備
された施設で、熊本震災時の避難施設として提供していた
だいたことは記憶に新しいところです。市内はもとより、
市内外から利用者があり、利用者からの口コミで拡大され
ていることは大きな成果とのことでした。 　　　
　「学校に泊まろう」をキャッチコピーとし、誰もが抱く
校舎に泊まることへの憧れを実現する昼食や宿泊もできる
施設でありました。地域から小学校がなくなっても地域振
興の大きな起爆剤として、地域住民が自分たちで地域を守るという意識で、地域おこし協力隊が運営に携わっ
ておられました。また、季節に合わせた体験メニューは好評とのことでした。
 視察を終えて
　解体されるのを見るに見かねた住民が、自主的な活動の場として利活用を買って出た事例でありました。地
域おこし協力隊も大渕地区に居住することを意識して、住民と地域の良さを引き出していたのが印象的でした。
　解体して廃棄することよりも、使えるものは工夫して利活用したほうが住民の生活の中の施設として憩える
場となるはずです。本市の廃校跡の利活用についても再検討が必要と感じました。

げんき館「おおぶち」　福岡県八女市
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　今回の研修に当たっては、新型コロナウイルス感染症対策に係る熊本県リスクレベルが「レベル２」に引き
下げられたこと、また、感染者数が非常に少ない状況が継続していたことから、感染対策を万全に行った上で、
実施しました。なお、移動はすべてマイクロバスを利用し、提示を求められた場合に備え、新型コロナワクチ
ン接種証明も携行しました。
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新型コロナウイルス
感染症拡大防止の
ご協力のお願い

※満席になった場合は市役所３階ロビーでのモニター視聴となります。
※感染状況により、傍聴の自粛をお願いする場合があります。

〇マスクの着用
〇手指の消毒
〇検温
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　等の記入
〇間隔を空けた指定席のみの使用

●
天
草
市
の
観
光
政
策
全
般
に
つ
い
て

●
天
草
市
の
教
育
全
般
に
つ
い
て

８  

澤
井 

一
富
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

■澤井  
﨑
津
教
会
付
近
の
市
道
に
段
差

が
あ
り
危
険
。
観
光
地
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
状
況
は
。■観光文化部長  

観
光
施
設
は
支
所
や

業
務
委
託
先
と
連
携
し
、
適
正
な
管
理

に
努
め
て
い
る
。﨑
津
集
落
内
の
段
差

等
は
、河
浦
支
所
に
お
い
て
対
応
す
る
。

■澤井  

五
和
町
に
は
歴
史
的
な
言
い
伝

え
が
あ
る
鬼
の
城
公
園
、
岩
谷
観
音
様

な
ど
が
あ
り
、
祭
り
が
開
催
さ
れ
て
い

る
。
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
は
。

■観光文化部長  

地
域
に
残
る
歴
史
的

資
源
や
祭
り
な
ど
後
世
へ
引
き
継
が
れ

る
よ
う
、
ま
た
、
訪
れ
て
い
た
だ
く
よ

う
、
地
域
の
方
々
と
共
に
地
域
資
源
を

磨
き
上
げ
て
い
き
た
い
。

■澤井  

自
然
豊
か
な
天
草
に
い
な
が

ら
、
子
ど
も
達
は
大
地
や
海
、
川
に
触

れ
る
機
会
が
減
少
し
て
い
る
。
施
政
方

針
で
掲
げ
ら
れ
た
事
業
を
今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る
の
か
。

■市長  「
天
草
な
ら
で
は
の
教
育
」
と

し
て
I
Ｃ
Ｔ
教
育
だ
け
で
な
く
「
体
験

の
島
」と
し
て
の
取
組
を
進
め
て
い
く
。

天
草
の
強
み
で
あ
る
美
し
い
自
然
、
多

様
な
産
業
、
伝
統
あ
る
歴
史
文
化
、
地

域
で
子
ど
も
達
を
育
て
る
人
の
つ
な
が

り
を
活
か
し
た
体
験
教
育
に
取
り
組
む
。

■澤井  

五
和
は
北
の
玄
関
口
。
イ
ル
カ

セ
ン
タ
ー
も
あ
る
が
、
文
化
、
歴
史
に

多
く
の
貴
重
な
資
源
が
あ
る
。
時
代
は

ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に
回
帰
す
る
。
地
域
住

民
、
振
興
会
、
市
と
力
を
合
わ
せ
、
観

光
復
活
で
天
草
を
盛
り
上
げ
た
い
。
教

育
で
は
体
験
学
習
を
通
じ
、「
生
き
る

力
」
を
育
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

▲五和町の鬼の城公園

　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、天草市議会で
は、議員各自が健康管理と感染予防対策を徹底するととも
に、本会議場などでも予防対策を行っています。市民の皆
様にも全国的な感染拡大により、これまで本議会および委
員会の傍聴自粛にご協力いただきました。
　第７回定例会の会期中は感染状況も落ち着きを見せてい
たため、傍聴席の数を減らすなど次の感染拡大防止の対策
にご協力のうえ、傍聴いただきました。

▲間隔を空けた傍聴席

▲議場入室前に検温等を行います



　１月３日と４日の２日間、市内10会場において成人式が開催さ
れました。旧友との再会を喜び、会場で記念撮影を行う新成人。
新たなる旅立ちが、実り多いものとなることを祈念します。

（写真は五和地区）
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　天
草
市
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冬
を
彩
る
天
草
ロ
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ン
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ま
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光
が
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た
れ
て
い
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す
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感
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に
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、

日
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し
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粛
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ど
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収
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な
か
な
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見
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な
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況

で
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市
民
の
皆
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の
心
に
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し
く
温
か
な

癒
し
の
光
と
し
て
灯
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
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　こ
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に
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、

ま
た
、
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
開
始
さ

れ
る
な
ど
、
収
束
に
向
け
、
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望
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に
感
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ま
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　今
年
も
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ま
ざ
ま
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光
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照
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と
思
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　市
議
会
と
し
て
も
、
ス
ピ
ー
ド
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持
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て
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皆
様
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光
と
な
れ
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よ
う
尽
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し
て
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い
り
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す
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―ゆい ―

▲リモートによるオンライン研修を議場で開催

がるよう、住民の暮らしの現実と課題を把握し、
住民と十分なコミュニケーションを取りなが
ら、住民の意思を議会の場で見える形で具現化
する必要があると再確認しました。広い視野を
持ち、今後整備されるインフラ施設などについ
ても、住民に身近な代表機関である議会とその
構成員である議員が、地域住民の声を伝える不
可欠な存在にならなければならないと痛感した
研修会となりました。

　11月30日に「地域資源活用における活性化」
をテーマに天草市議会研修会を開催しました。
令和２年度に引き続き、新型コロナウイルス感
染拡大防止のため、議場においてリモートによ
るオンラインでの研修となりました。
　講師に、議員や各種団体に向けた地域活性化
やまちづくりセミナーを数多く開催されるな
ど、現在は総務省の「地域コミュニティに関す
る研究会」の委員も務めておられる合同会社
フォーティＲ＆Ｃの水津陽子氏に、天草市の特
色に合わせた講演をいただきました。
　講演では、熱海市のシャッター商店街が人気
観光スポットになった事例や、使い道の決まら
ない土地を公民連携で稼げるインフラに整備し
た例など、全国の成功例を数多く紹介いただき
ました。これからを意識した新たな発想で地域
に活力を生む必要性があるとのことでありまし
た。
　今回の研修を通して、日頃の議員活動が地域
資源を生かした地域活性化・まちづくりにつな

すいづ ようこ

～令和３年度  天草市議会議員研修～

題 字
作 者

　第39号の題字「結」は御所浦町の山下里奈
さんの作品です。学生の頃から書に親しみ、
介護の職に就いた現在も、施設の掲示物など
「手書き」にこだわっておられます。丸みの
ある柔らかな字体で制作くださいました。
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